
本年度学位授与論文および単位修得論文

（…）内は，指導教官を示す

博士学位論文
　　　　　　　　経済学研究科　　　　　　　　　　　　　　　法学研究科

中・近世ノーフォクにおける社会経済発展　　　　　　議院内閣制の研究

　　　　　　　　資本主義社会の成立に関する一研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉原　　泰i雄（田上　穣治教授）

　　　　　　　　　　米川　伸一（増田四郎教授）　　　　議院内閣制と呼ぼれる体制は，近代市民国家

　　　イギリス資本主義の成立期における先進地帯　　　　においては，最も一般的に採用されている憲法

　　であるノーフォクを対象にしてその社会経済発　　　体制である．しかしながら，現在では，従来の

　　展の跡を市民革命にいたるまで辿った．そのさ　　　　議院内閣制に関する支配的な定義によっては，

　　い，分析の視点は社会的分業の発展，農工両部　　　　議院内閣制と呼ばれる体制の実体を明らかにす

　　門における発展の関連性に向けられ，更に「一　　　　ることができなくなっている．それゆえ，従来

　　三八一年一揆」絶対王制期「ケットの反乱」　　　　の議院内閣制の定義を再検討し，議院内閣制の

　　「市民革命」の3つの反封建闘争がそれぞれい　　　現代的意義を明らかにして，歴史の発展方向に

　　かなる経済的発展を地盤として行なわれたか，　　　沿う新しい定義を，英・仏の憲法史，ダイシー

　　闘争の形態はいかに前進したかを明らかにし　　　及びレズロ｛プの学説から示唆を受けつつ，提

　　た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱する．

修士学位論文
商学研究科　　　　　　　産業化の過程に於ける管理主体のイデオロギー

シュマーレンバッハ会計理論における基本原則　　　　　　　　　　　　　ベンデイ・クスの所論を中心として

　　　　　　　　　　川口　順一（番場嘉＿郎教授）　　　　　　　　　　　　　佐藤　熈子（藻利重隆教授）

　シュマーレンバッハは，代表作Dyna皿ische　　　　ベンディツクスが社会学的見地から著した，

Bilanzにおいて期間利益計算の理論を精細に　　　　「産業における労働と権限丁加1γoγ”αηd
展開しているが，その理論構造は必ずしも一元　　　　∠4μ抗oγ吻仇∫π伽sZη，　New　York，1956」

的なものでない．給付費用の測定についても，　　　　における所論を中心として，産業化過程を2分

認識についても真向より対立するふたつの見解　　　　し．その初期段階はイギリスに例を求め，企業

がうかがわれる，この対立の原因を探ると，合　　　　が次第に官僚化された現代的段階はアメリカに

致の原則と比較性の原則という基本的な2原則　　　例を求めつつ，産業化の過程における管理主体

に行きつくのである．本論は，両原則の内在的　　　のイデオロギーの発展変化，労務管理における

研究を行い，それぞれの会計的意義を明かにし，　　イデオロギーの役割，イデオロギーと実践との

統一の可能性を検討する、　　　　　　　　　　　関係等を考察しようとしたものである．
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経営財務の本質論　　　　　　　　　　　　　期間分析の方法である．
　　　　　　　　　　　増田　茂樹（山城　章教授）　　　　副論文では，H．　Woldによって行われてき

　　　経営財務とは経猷おいて貨幣（あらゆる支　　た計量締学におけるモデル繊の問題・とく
　　払手段を意味する）の支出と収入とを現在的に，　　　に最近の彼の見解を紹介する・

　　量的に一致せしめる活動であるという結論を得　　中世村落の現実的展開
　　た．貨幣の支出と収入とを一致せしめるといっ　　　　　　　その共同体的性格によせて

　　ても，現在的にということをとくに指摘し強調　　　　　　　　　　　　関口　恒雄（永原慶二助教授）

　　する・一定の時間的幅（例えば経営の一生）に　　　　　日本史研究の通説は，中世の村落生活は実際

　　おいては貨幣の支出と収入とは常に一致するも　　　上意味をもたず，「名」体制によって代位され
　　の（それが経営というものであり・たとえ一致　　　　ていると教えている．古代的共同体は家父長的

　　しなくても財務のみの問題ではない）であり・　　　　奴隷制によって崩壊し，それは江戸時代に至り

　　そこには財務の問題性は出て来ない・　　　　　　　封建的小農民の創出をまって復活すると説かれ

　　　　　　　　経済学研究科　　　　　　　　　　　るのである．かかる共同体の「断絶」説を理論

傾斜構造と経済成長　　　　　　　　　　　　と実証の両面で批判し・中世的村落生活の実体
　　　　　　　　一供給面からの一考察一　　　　　　　　　把握を志した・理論的には，共同体の「本源的」

　　　　　　　　　　　石渡　　茂（大川＿司教授）　　　　性格の再確認・実証的には荘園領主史料の一面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性の検討が，本論文の中核である．
　　　経済成長を構造面から分析したもので，特に
　　これまでの成長論が同質的経済の分析のみを行　　マルクス再生産表式とBalanced　Growth

　　うことによって近代的要素と前近代的要素との　　　　　　　　動学的投入産出分析の特殊化に関する試み

　　併存する経済の構造問題を見逃してしまった、　　　　　　　　　　　　新田　政則（山田雄三教授）

　　日本経済の分析にあたってはこのような観点か　　　　　近代成長理論はHarrodによって一つの道
　　らの分析が不可欠であると思う．供給面にのみ　　　標が打ち立てられ一応の段階に到達したと今日

　　分析を限ったのは需要面も又重要ではあるが，　　　考えられ，中心テーマは2部門ないし多部門間

　　成長問題において基本的問題はやはり生産力の　　　　の均衡成長に関する問題に移った．一方いわゆ

　　動静にあると考えるから，まず分析視点をこの　　　　る「動学的投入産出分析」の領域に於ては多部

　　面に限ったまでである．　　　　　　　　　　　　　門間の均衡成長に関する問題が従来から中心テ

比較生産費説とその動態化　　　　　　　　　　　　　一マとして分析が行われて来ている・この様な

　　　　　　　　　　　小・正雄・小島清教授・　欝灘㌫纂、鷲㌶鷲鷲；

　　　比較生産費決定因として展開されて来たfa・　1　て「所得と分配と経済成長」を問題とした．

欝灘欝騰難経済成≡曇㌫＿
　　入することによってH＝0　モデルの拡張を試　　　　　　　　　　　　林　家珍（小島　清教授）

　　みた．これが前半であり後半は国際分業の将来　　　　　問題の提起として第1に台湾経済の構造的特

　　のプロスペクトとその根拠を示した．　　　　　　　質を述ぺ・次に国民所得の分析・成長率の導入を

逐次モデルにかんす・一考察　　　　蓮㌫難塁‡篭懲籔麓麟；
　　　　　　　　　　　神田祓一（細優三教授）　　ア世界の貿易構造の性格を比較し，貿易の役割

　　　本論文は主論文と副論丈とから成る．主論文　　　　と発展段階並びに国際収支面と財政政策面から

　　は，逐次モデルに経済理論的うらづけを与え，　　　　インフレーション問題をとりあげかつ米国援助

　　その基礎に立って，逐次モデルの計量経済学的　　　　の役割を資本形成と財政面から分析した．勿論，

　　応用における諸問題を論ずる．ここで逐次モデ　　　補論として国民所得成長の決定理論と米国援助

　　ルの経済理論的基礎とは，Stockholln学派の　　　の役割においても一層理論づけを行い，最後に
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一　橋　研　究　　　第7号

　　経済自立への途を説いた．　　　　　　　　　　　　に，それ迄と異なって，公権力によって独占的

　　　　　　　　法学研究科　　　　　　　　な企業活動を規制（Regurate）するという現象

中立・集団安全保障　　　　…ξ議麓麸㌶㌫麟㌶樫巖．
　　　　　　　　　　　金　震　変（大平善梧教授）　　　　その及ぶ範囲を限定する保守的な法的概念とし

　　　序論において考察の着眼点を論じたのち，中　　　　て成立したのであるが，それが今目どの様な意

　　立の一般的考察をその概念と性質についておこ　　　義を持つに至っているかということを退嬰とし

　　ない，つづいてその具体的表現たる条約の内容　　　　て考察し，それをその対立概念たる規制権の変

　　を考察する．つぎに中立と集団安全保障を個別　　　　質・変遷という点から実証的に研究せるもの．

　　的に，すなわち，集団安全保障と伝統的中立，国
　　際連盟と中立，及び国際連合における中立を論　　　　　　　　　社会学研究科

　　じ，永世中立におよび，その新しい形態として　　「近代日本」の思想と運動

　　オーストリアの永世中立を考察する．最後に以　　　　　　　　　　　　石原　保徳（高島善哉教授）

　　上を要約してむすびとする・　　　　　　　　　　　　ヨーロッパ「近代」世界の完成期という世界

有価証券と権利外観　　　　　　　　　　　　史の中で，国家の独立，国内の民主的変革とい
　　　　　一ヤコビの手形’小切手法を中心にして一　　　　　　う課題に向っての日本国民の努力が存在した．

　　　　　　　　　　　深堀　一郎（田中誠二教授）　　　　それは「地方上からおこって来た「国会開設違

　　　この論文はヤコビの手形法を中心に，手形所　　　　動」のなかに・「人民」の主体づくりを呼びか

　　有権と手形上の権利，交付契約欠歓，善意取得，　　　ける「政論雑誌」（ここではく近事〉評論）・の

　　抗弁の制限に外観理論を適用したものである．　　　　なかに・自由党左派幹部として苦悩のみちを歩

　　主たる帰結は近時の有力な理論が証券の作成に　　　　む大井憲太郎のなかに・読みとることが出来る・

　　手形上の権利の成立の根拠を求めるが，同様に　　　　これら「近代目本」の問題構造を歴史主義的方

　　証券の作成をとらえつつもそれを外観に対する　　　法で・定着するこころみの一部として作成する・

　　原因としたこと，（前者では手形行為の特性と・　　ロシア〈国民〉音楽の構造と論理

　　後者では有価証券の特性と・結びつく）・及び　　　　　　大塚明（金子幸彦教授）
　　契約当事者間で契約原則，第三者の手中では外
　　観が決定的なことである．　　　　　　　　　　　　　ヨーロッパ音楽史におけるもっともあいまい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な概念のひとっ，いわゆるく国民音楽〉概念に
集団的自衛権の研究　　　　　　　　　　　　　たいし，明確な規定を与えるために，個別研究

　　　　　　　　　　　山下　義春（大平善梧教授）　　　　の場をロシアにとりつつ，方法論上のいくつか

　　　憲章第51条の集団的自衛権は，全米体制の歴　　　の作業仮説を提出した．

　　史的及び地理的連帯性に基づいて発展し，チャ　　　　筆者は・西欧的論理とロシア的実感との，ま

　　プルテペック協定において確立された観念が確　　　　た社会史と音楽史との接点を個々の作品と作曲

　　認されたものである（第1章）．その法理に関し，　　　家の内部に設定し，その接触の構造を追求しよ

　　国内法類推説，国際法執行説，個別的自衛権共　　　　うとして挫折した．

　　同行使説及び集団防衛説等が存する（第2章）・　ジョージ・エリオット

　　その本質は・緊密な連帯性に基づく共通の重大　　　　　　　　　　人とその初期の小説

灘㌶語籔蕊鑑㍑；’　　　願文緒㈱俊治教授・
　　である（第3章）．　　　　　　　　　　　　　　　　フオイエルバッハやコントに共鳴し，当時の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最も進歩的な思想家として活躍したメァリァン
P・blic　Utility　C。nceptと　　　　　　　．エヴァンズは，同時に自分が棄てた信仰1．終
　　　　その退嬰に関する実証的研究　　　　　　　　　始郷愁をいだいていた．36才で彼女が小説を書

　　　　　　　　　　　山本　章善（吉永栄助教授）　　　　きはじめたとき，彼女のなかのその相容れぬ2

　　　米国経済が独占資本主義段階に到達すると共　　　　面の葛藤が，創作の原動力となっていたように
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　　思われる．論文の前半ではメアリァン・エヴァ　　マックス・ウェーバーの国民主義

　　ンズの生活と思想の展開のあとをたどり，後半　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　では上のような視点から，彼女の醐の三っの　　　　　　岨離儲識搬）
　　作品を考察した．　　　　　　　　　　　　　　　　本論丈は，マックス・ウェーバー（1864～19

13世紀フィレンツェ・コムーネの研究　　　　　　　　　20）の政治的実践的意識構造を明らかにしよう

　　　　　　　　　　　清水広一郎…四郎教授・　三㌫二雲㌶㌔驚㍑灘縫箋

　　　いわゆる初期資本主義の警栄とルネッサンス　　　が深化していく時期に，諸列強との勢力均衡の

　　文化とを準備した・イタリア中世社会の特質　　　　上に立つドイツ国民国家の自己主張（ドイツ国

　　を都市研究の場において検討する・特に都市と　　　　民の権力的利害Machtinteresse）をめぐって

　　農村の関係・鍵的土地所有者と商工業者の関　　展開される，ウ。一バーの国民蟻の動態が論
　　係に考察の重点が置かれ・土地所有を基盤とし　　　述せられている．

　　て形成される封建的権力機構としての自治都市
　　　（コムーネ）の側面が強調される．

博士課程単位修得論文

　　　　　　　　経済学研究科　　　　　　　　　系における産出量の時間的径路の諸性質を，そ
ハンザ都市リューベック成立史研究の問題点　　　　　　　の体系がもつ均衡成長径路を中心に分析し・次
　　　　　ドイツ・ハンザの都市と商業研究序説　　　　　　　　いで，線型計画化された体系における産出量と

　　　　　　　　　　　佐々木克巳（増田四郎教授）　　　価格の有効径路の諸性質を吟味する・そして・こ

　　　ドイ。．，、。ザの妊である，ゴベ。ク成　の分析の結果として得られる有効径路の竺質・

ξ灘㌫；㌶二㌶驚芸璽，　㌍轡纏㌶竺議皇隠；
　　他方1．おいて沖世北欧商羅の形成過程を解　計画モテルを構成する・

　　明する上で，重要な意義をもっている．．この論　　社会科学としてのリカード経済学

　　文は，筆者の，ドイツ・ハンザの都市と商業研究　　　　　　　その中間層的二面的性格をめぐって

　　の序説として，従来権威ある研究とされてきた　　　　　　　　　　　　和田　重司（高島．善哉教授）

　　プリッツ・レ｛リッヒの所説を批判する形で，　　　　　リヵ一ド経済学の，マルクスおよびジョン・

　　リューベック成立史を究明するために若干の寄　　　　S・ミルへの二面的継承が，その中間層的＝新

　　与をすることを目的とする．　　　　　　　　　　　興産業資本家層的な性格そのものによって必然

丁過渡期」の賃労働構造変動　　　　　　　　　　　　　　的であったことを確かめつつ・リカード経済学

　　　　19世紀末～20世紀初頭イギリス労働者階級の状態　　　　　の社会科学としての積極面と消極面とのからま

　　　　　　　　　　　高橋　克嘉（山中篤太郎教授）　　　　りあいを・彼の資本主義認識・産業革命に対す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る対応の仕方，したがって彼の思想との関連に
　　　独占段階における資本主義の経済的諸特徴・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいて論究した．
　　諸法則を賃労働の側から考察すると云う基本的

　　意図の下に，本論では，賃労働構造の段階変動　　　　　　　　社会学研究科
　　の論理と独占段階でのその基本的諸特徴への示　　フランク王国の社会構造

　　唆とを得るため・イギリスの「過渡期」を実証　　　　　　＿自由人の問題を中心とする研究史的考察一

　　的に考察した・　　　　　　　　　　　　　石川操（蜘四郎教授）
動学的投入産出体系における産出量の変動径路の分析　　　　西洋初期申世の社会構造に関する19世紀初

　　　　　　　　　　筑井　甚吉　（山田雄三教授）　　　　頭以来の古典的法制史の画像は，最近の新しい

　　　動学的投入産出の等式（レォンティエフ）体　　研究によって根本的に修並されている．この論



一　橋　究　研　　　第7号

　　丈で私は，H・プルンナ｛からTh・マイヤー　　　係の照応という史的唯物論の命題に依拠して，
　　にいたる代表的な研究者をとりあげてこの問題　　　管理・計画組織の40余年にわたる変遷を，理論
　　を中心とする研究史的考察を行い，諸研究者の　　　　的，技術論的に検討する’

　研究の視点や方法の特徴あるいは研究の意味や　　ワルタ＿企業経済学の研究

　　問題点を明らかにし，その内在的批判を通じて

　私自身の今後の歴史学研究の手がかりを得よう　　　　　　田島壮幸（藻櫃隆鞭）
　　と努めた．

・ヴ・・国聯鯉計画組織の発展　　㍊宴麺鵠；1惣㌶麸㌘1讐
　　　　　　　　　　藤田整（野・村一雄教授）　　でこの学文は，かれのいわゆる企業維持および

　　経済計画論の性格は技術論である．ゆえにそ　　　　応用科学の内容を明らかにし，検討することを

　　の基本的内容は，第1に経済法則，第2に，法　　　　申心課題とする．論文は五章から成る．第一章

　則の意識的適用の主体たる管理・計画機関，こ　　　でワルターの論歴を紹介し，第二章でかれの企

　　れら両者にかんする問題である．本論丈は経済　　　業経済学の論理的構造の解明に努めた．それに

　計画論構成の準備作業である．そこではまず，　　　従い，続く二章で企業経済学の個別的諸問題を

　　ソヴェト国民経済管理・計画組織を，生産関係　　　考察した上，第五章において，上記二点を中心

　　の1部としてとらえる．ついで生産力と生産関　　　に総括的検討を行なった．

　　編銭記　㌫悪纂麟惣鷲謬鷲㍗をえないものであ
　本号刊行にあたり一橋　躍されんことを切望する。問と現実」につき昨年末　　本号の編集については

ファンドより援助をうけ　こういう声も既に聞かれ　より本年にかけて数回シ　大塚・中川両委員のこ努

た。先輩各位及び学校当　るのである。即ち，「…　ンポジウムがもたれた6　力に負うこと大である。

局就中藤野事務局長に心　感ずることはとやかくい　当初はそれを掲載する予　叉松田・平田・藤本の諸

より感謝するものである。われながらも新制大学院　定であったが，公表出来　委員の努力も忘れてはな

また経済事情より余儀な　も漸くその存在意義を明　る段階にデえていない。　らぬ。さらに校正にっい

くされた過酷な執筆条件　らかにしてきたというご　本年も継続して行われる　ては田中幸子・佐々木康

を遵守し，寄稿された諸　とである。…久保・福岡　と思う。各人がよく考え，子（津田塾大学）両姉の

学兄にもお礼を申したい。……諸氏の書物は何れも　積極的に参加して意見を　ご協力をえた。卒論準備

これらの好意の上に閏来　新制大学院の博士論丈で　述べられることを希望す　で忙しい目々を厭わずご

上った本号が多少なりと　あるが。これだけの業績　る。苦しい日々の生活の　協力くださったことにお

も学界に寄与するもので　に機縁を与えたとすれば，申からの声を聞こうでは　礼を申したい。植村社長

あるならば，我々の喜び　新制大学院もその効用を　ないか。　　　　　　　　・長谷川課長をはじめ第

はなにものにも代え難い　十分発揮したものと認め　　60年は波甜こ満ちた一　一印刷の方々1こも同様で

ものである。　　　　　　られる…」（服部教授「商　年であった。それは少年　ある。

　大学院の制度的問題に　法学最近の動き」商事法　の目々浜辺で聞いた海鳴　　第8号は松田芳郎君
ついて種々取り沙汰され　務研究200号）。　　　　　りがいつまでも耳の奥で　　（経研）を中心にして編

ている。大学院に学ぶも　　本号セこは大塚委員の発　鳴るにも似たものを残し　集される。同君は論説に

のとして無関心でありえ　案により学位論丈及び課　た。真実を避けることは　審査制度を設けることを

ない。しかしいうではな　程修了論丈のレジメを掲　許されぬ。しかし脚色し　予定している。よりよき

いか。至為は為す無く，　載した。テーマだけでは　てはいけない。およそこ　雑誌への同君の願いであ

至言は言を去ると。大学　なく内容を知りたいとい　のような立場より大塚君　る。その首尾を祈って摘

院の価値を左右するのは，う学外の要望に応えてで　が安保問題の記録の編集　筆しよう。思えば編集に

一に大学院に学ぶ者の肩　ある。これは好評を得る　を担当せられた。学生会　とりかかって以来はや半

にかかっている。そのた　のではないかと期待して　機関誌の性格も有する以　歳をこえた。（青木記）
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